

～生徒の自己理解を促し，肯定的な自己理解を深めていくために～
○キャリア・パスポート（学年初め）
①「私の自己ＰＲ」欄を記述するとき








　　　　　　　　それでも「自分のよい点」が浮かばない場合



　②生徒の設定した目標があまり具体的でないと感じたとき



※「今の」自分を見つめることが大切！





今の自分のよいところは何かな？





「う～ん・・・」


「よい点は無い！」





「○○なところ！」





Point①　反復し，褒める





・前学年（中１であれば小学校のとき）と


　比べて少しでも成長した（できるように


　なった）ことは無いかな？


・前に□□のとき，△△の役割してくれて


　先生は嬉しかったよ！その時にどんなことをしてクラス（学年）に貢献できた？





・そうか，○○なところは確かによいとこ


　ろだね！


（以前も□□のときに△△の役割してくれ


　てたもんね。あれ素晴らしかったよ！）


　今年はよいところを生かして，さらに次の目標を立てて成長できたら良いね！





Point③　肯定的な言葉がけをする





Point②　記述内容は生徒から出させる





（1）自分の「好き・得意なこと・もの」や「頑張っていること」はある？


　↓


（２）「好き・得意なこと・もの」　…どういうところが好きなのかな？


　　 「頑張っていること」　…なぜ頑張って取り組んでいるの？


　↓


（３）その理由の中に，「自分のよい点」があるのかも知れないね。





※書くことを強制はしないが，


自分のよいところを見つめる機会につなげる。








・なるほど。確かに○○なところを取り組めば，今よりもっと成長できるね！ただ，具体的にはどんな行動が○○することにつながるかな？学校の中で具体的に行動していくことで，目標にさらに近づくことができると思うから。





Point④　具体的な目標を設定する





・


・





・


・








